
 

様式第 6号（第 10条関連） 

大和高田市立病院を受診された患者さまへ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

研究課題名 
（研究番号） 

コロナ禍における家族の代理意思決定支援で看護師に求められる役割 

（No. R4-16） 

当院の研究責任者 
（所属） 

武山和葉 4B病棟 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
 

本研究の目的 
COVID-19 流行に伴い当院では面会制限がされているため、面会制限がある中で代理意

思決定を行う家族の思いについて調査し、家族のニーズを把握し今後の代理意思決定支

援における看護師の役割を明らかにしケアに繋げていく事を目的とする。 

調査データ 

該当期間 
令和 4年 9月から令和 4年 10月までの情報を調査対象とする 

研究の方法 
（使用する試料等） 

●対象となる患者さま 

上記期間内に当院に入院された認知症と診断された患者や認知症の診断

はないが、家族の情報で認知症症状のある患者（認知症ケアスクリーニン

グランクⅢ以上に該当し意思疎通の困難さがみられる認知症患者）、意識障

害（JCS30以上）で意思表示ができない患者、主治医が患者ではなく家族

による代理意思決定が必要と判断した患者、意思決定できない知的障害を

持つ患者の家族 

 

●利用する情報 

アンケート結果、インタビュー同意書 

 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

なし 

個人情報の取り扱い 

研究データは鍵のついた場所に保管し研究者以外に情報が漏洩しないよう

に細心の注意を払います。研究終了後、書類についてはシュレッダーで破

棄し、データは削除します。必要時インタビューをさせて頂く場合があり

ます。そのため患者氏名とインタビューを受けてくださる方の氏名、連絡

先を記入していて頂くことがあります。 

利用する情報から氏名や住所等の患者・家族さまを直接特定できる個人情

報は削除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、

その際も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

 

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません 

 

お問い合わせ先 担当者：大和高田市立病院 4B病棟 武山和葉 平見明日香 松岡里奈 

備考 
 

 

 


